
種
書
写
本
の
奥
書
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
十
五
紀
末
ま
で
は
確
実
に
残
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
貫
之
自
筆
本
を
忠
実
に
写
本
し
た
と

い
う
奥
書
を
持
つ
、
次
の
四
系
統
の
写
本
が
現
存
（
一
部
は
影
印
で
出
版
）

次
に
、
四
系
統
の
諸
本
に
関
し
て
簡
単
な
書
誌
を
述
べ
る
。

①
①
藤
原
為
家
本
（
嘉
禎
二
(
―
二
三
六
）
年
八
月
二
九

H
の
奥
書
あ
り
。

自
筆
写
本
は
昭
和
五
九
(
-
九
八
四
）
年
発
見
。
翌
年
に
大
阪
青
山
大
学

蔵
と
な
る
）
／
影
印
な
し
／
但
し
一
部
カ
ラ
ー
図
版
は
弘
文
荘
敬
愛
書

註
ー

図
録
II
に
掲
載
／
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
為
〕
と
す
る
。

②
為
家
本
の
忠
実
な
写
本
で
あ
る
青
硲
書
屋
本
（
東
海
大
学
桃
園
文
庫

し
て
い
る
。

紀
貰
之
自
筆
の
士
左

B
記
は
、
現
在
の
所
在
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
各

序
論

は
じ
め
に

H
本
大
学
図
書
館
蔵

ー
ハ
行
転
呼
音
に
関
し
て
1

『
土
左
日
記
』

②
藤
原
定
家
本
（
文
暦
二
(
-
三
二
五
）
年
五
月
十
三
日
の
奥
書
あ
り
）
／

註
3

自
筆
写
本
の
影
印
は
尊
経
閣
叢
刊
『
土
左
日
記
』
他
／
以
下
、
引
用
に

③
松
木
宗
綱
本
（
延
徳
二
(
-
四
九
O
)
年
四
月
二
十
日
の
奥
書
あ
り
。
宗

の
表
記

す
る
。

三
本
が
あ
る
）

以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
青
〕
と
す
る
。

際
し
て
は
〔
定
〕
と
す
る
。

四
一
互

蔵
。
為
家
自
筆
写
本
の
発
見
ま
で
は
、
最
良
の
本
文
写
本
と
さ
れ
て
い

註
2

た
）
／
影
印
は
萩
谷
朴
「
士
左
日
記
」
新
典
社
影
印
本
シ
リ
ー
ズ
他
／

綱
自
筆
写
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
書
写
奥
書
を
も
つ
次
の

①
最
も
忠
実
な
写
本
と
さ
れ
る
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
（
慶
長
五
（
一

六
0
0
)
年
一
月
下
旬
転
写
の
奥
書
あ
り
）
／
影
印
は
日
本
大
学
図
書
館

註
4

影
印
叢
刊
『
土
左

8
記
』
他
／
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
日
大
〕
と

狩

野

理

津

子



り
、
或
い
は
仮
名
づ
か
い
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
に
、
著
し
い
本

文
の
異
同
（
変
化
）

の
あ
る
こ
と
が
、
既
に
池
田
編
鑑
博
士
に
よ
っ
て
報

本
で
は
仮
名
表
記
さ
れ
た
も
の
が
、

B
本
で
は
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
た

貰
之
自
筆
本
を
忠
実
に
写
本
し
た
と
の
奥
書
を
持
つ
に
も
関
わ
ら
ず
、

A

以
上
の
書
写
年
代
を
異
に
す
る
由
緒
の
明
ら
か
な
四
系
統
の
写
本
は
、

※
〔
図
〕
〔
近
〕
に
関
し
て
は
一
部
の
影
印
が
池
田
饂
鑑
博
士
の
著

註
5
書
に
掲
載
。

④
三
条
西
賓
隆
本
（
明
応
元
(
-
四
九
二
）
年
八
月
貰
之
自
筆
本
を
大
納
言

賓
隆
書
写
の
奥
書
。
そ
の
本
を
、
天
文
二
二
(
-
五
五
三
）
年
三
月
二
九

H
転
写
と
の
奥
書
あ
り
）
／
影
印
は
橋
本
進
吉
博
士
の
解
説
と
共
に
古

註
6

典
保
存
会
か
ら
出
版
他
／
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
賓
〕
と
す
る
。

此
一
冊
依

と
も
に

た
い
。

松
木
宗
綱
本
系
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
の
書
誌

し
／
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
近
〕
と
す
る
。

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
「
仮
名
づ
か
い
」
の
影
響
と
の
関
係
を
考
え
て
み

③
近
衛
家
陽
明
文
庫
本
（
転
写

H
付
等
の
奥
書
は
な
い
）
／
影
印
な

下
、
引
用
に
際
し
て
は
〔
図
〕
と
す
る
。

賓
條
）
を
し
て
朱
筆
小
書
に
て
注
と
の
奥
書
あ
り
）
／
影
印
な
し
／
以

に
中
院
通
村
本
と
校
合
、
北
畠
羽
林
（
通
村
弟
の
親
顕
。
後
の
三
条
西

②
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
慶
長
十
一

六
一
八
）
年
九
月
四

H
に
転
写
し
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
八
月
十
七
日

か
ら
外
れ
て
い
た
前
述
の
宗
綱
本
系
写
本
の
う
ち
、
最
も
優
れ
た
本
文
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
を
対
象
に
し
、
特
に
ハ

行
転
呼
音
（
語
中
語
尾
の
ハ
行
音
の
ワ
行
音
化
現
象
）
に
関
し
て
の

8
大

本
の
独
自
表
記
の
特
徴
に
焦
点
を
あ
て
て
、
書
写
年
代
（
慶
長
年
間
(
-
五

九
六
ー
一
六
一
五
）
）
に
、
識
字
階
級
の
人
々
の
間
で
規
範
と
さ
れ
て
い
た
で

第
一
章

宗
綱
本
系
の
日
大
本
・
書
陵
部
本
・
近
衛
家
本
の
三
種
類
の
写
本
に
は
、

本
不
違
一
字
令
書
写
之
及
数

反
改
誤
者
也

仰
以
貰
之
自
筆

延
徳
二
年
四
月
廿
日

権
大
納
言
宗
綱

卿
八
条
宮
智
仁
親
王
転
写
奥
書
本
を
、
更
に
河
野
実
顕
が
元
和
四
（

そ
こ
で
、
本
論
で
は
池
田
亀
鑑
博
士
の
詳
細
な
書
誌
学
的
研
究
の
対
象

（一六
0
六
）
年
四
月
十
九
日
に
式
部

註
7

告
さ
れ
て
い
る
。

四
一
六



て
い
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
慶
長
五
（
一
六
0
0
)
年
一
月
下
旬

御
本
仮
名
遣
以
下
不
違
一

字
書
写
之
畢

子
時
慶
長
五
年
庚
子
暦
孟
春
下
滸
日

御
本
）

の
仮
名
遣
を
も
一
字
も
違
え
ず
に
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

書
陵
部
本
に
は
、
宗
綱
本
の
共
通
奥
書
に
続
い
て
以
下
の
奥
書
が
続
い

右
奥
書
有
之
以

申
出

に
続
い
て

勅
本
不
違
一
字
令
書
写

ニ
四
丁
ウ
ラ
に
三
行

宗
綱
卿
写
本

(II

四
一
七

と
い
う
奥
書
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
の
内
容
か
ら
、
親
本
で
あ
る
宗

書
改
之
よ
み
よ
く
せ
ん
か
た
め
也
（
括
弧
は
引
用
者
）

当
泄
之
仮
名
使
に
不
相
応
之
間
予

「
散
」
を
書
「
す
」
の
字
に
「
数
」
を
か
き
其
外

乍
去
「
む
」
の
字
に
「
ん
」
を
書
「
さ
」
の
字
に

（
宗
綱
本
に
伝
わ
る
共
通
奥
書

五
行
）

日 以
禁
裏
御
本
書
寓
之
然
奥
書

此
本
申
出
禁
中
（
以
上
六
字
を
消
す
）

な
お
、
近
衛
家
本
で
は
こ
れ
ら
二
本
と
は
異
な
り

た
」
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
大
本
に
は
右
の
共
通
奥
書
（
二
四
丁
オ
モ
テ
五
行
）

あ
る
よ
う
に
、
「
（
宗
綱
自
筆
写
本
11

勅
本
を
）

一
字
も
違
え
ず
に
書
写
し

う
余
地
は
な
い
。

と
い
う
共
通
の
奥
書
が
あ
る
。
つ
ま
り
延
徳
二
(
-
四
九
0
)
年
四
月
二
十

日
に
、
権
大
納
言
宗
綱
が
貫
之
自
筆
本
を
「
不
違
一
字
令
書
写
」
し
た
と

い
う
記
述
で
あ
る
。
全
く
同
じ
文
言
の
奥
書
が
こ
れ
ら
の
同
系
統
の
三
本

に
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
と
こ
ろ

の
宗
綱
自
筆
写
本
に
、
こ
の
奥
書
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑

賓
顕

遂
勘
合
了
尤
可
謂
正
本
者
也

慶
長
十
一
年
四
月
十
九

H

此
本
式
部
卿
宮
御
筆
也
而
亦
不
違
一
字
即
時
書
写
之

元
和
四
年
九
月
四
日

こ
こ
で
も
「
不
違
一
字
令
書
写
遂
勘
合
」
「
不
違
一
字
即
時
書
写
之
」
と



と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
異
体
仮
名
の
実
態
は
、
明
応
壬
子
(
-
四
九
二
）
年

綱
本
に
は
、
近
衛
家
本
書
写
当
時
に
は
既
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
仮
名
づ

か
い
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貰
之
の
活
躍
し
て
い

た
平
安
時
代
中
期
に
使
わ
れ
て
い
た
異
体
仮
名
を
、
宗
綱
本
で
は
字
母
を

変
え
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
書
写
し
て
い
た
可
能
性
も
含
ん
で
い
る
。

の
よ
う
に
「
ん
」
の
仮
名
の
右
に
「
毛
」
、
「
す
」
の
仮
名
の
右
に
「
数
」
、

「
ん
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
毛
」
の
振
漢
字
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
〔
青
〕

に
も
殆
ど
同
じ
傍
書
（
但
し
、
「
ん
」
の
ミ
セ
ケ
チ
部
分
は
な
し
）
が
な
さ

こ
れ
が
〔
近
〕

の
奥
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
異
体
仮
名
を
書
き
改
め
た
こ

八
月
の
三
条
西
賓
隆
書
写
本
の
奥
書
に
「
…
…
古
代
猶
科
斜

(11

お
た
ま

じ
ゃ
く
し
）
末
愚
臨
葛
有
魯
魚
哉
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
博
識
で
知
ら

れ
る
賓
隆
で
さ
え
見
知
ら
ぬ
よ
う
な
字
体
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ

れ
て
い
る
。

註
8

（
『
弘
文
荘
敬
愛
書
図
録
II
』
よ
り
）

t‘
、
ム
が
？
孔
各
文
忽

ー
し
り
よ
ク
了
ャ
そ
う
C

例
え
ば
「
土
左

H
記
」
の
冒
頭
部
の
〔
為
〕

で
は

ふ
か
き
こ
、
ろ
を
き
み
に
み
る
か
な

か
い
も
、

例
え
ば

当
時
の
代
表
的
字
栂
に
改
め
、
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
り
、
ま
た
仮
名
づ

と
こ
ろ
で
〔
近
〕

の
奥
書
に
は
、
そ
れ
に
続
け
て
「
当
惟
之
仮
名
使
」

に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
を
も
「
書
改
」
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
〔
近
〕
独
自
の
奥
書
の
中
に
「
不
違
一
字
」
の
文
言
が
見
ら
れ
な
い
理

由
で
あ
る
。

よ
う
に
「
不
違
一
字
」
と
は
違
っ
た
書
写
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
明

〔
日
大
〕
や
〔
図
〕

の
二
本
は
、
写
本
に
際
し
て
伝
統
的
な
「
親
本
か

註
9

ら
の
正
確
な
本
文
の
書
写
態
度
」
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
仮
名
づ
か

わ
れ
る
。
し
か
し
〔
近
〕
は
「
よ
み
よ
く
せ
ん
か
た
め
」
に
仮
名
字
体
を

〔
青
〕
は
つ
か
あ
ま
り
ひ
と
ひ
の
ひ
の
い
ぬ
の
と
き
に
か
と
て
す
（
か
と

て
数
）

〔
近
〕
門
出
春

〔
日
大
〕
〔
図
〕
可
と
て
春

〔
青
〕
さ
を
（
散
乎
）
さ
せ
と

そ
こ
ひ
も
し
ら
ぬ

（
十
二
月
ニ
―

H
)

わ
た
つ
み
の

（
十
二
月
二
七
日
）

い
は
当
然
の
こ
と
、
異
体
仮
名
の
字
体
を
も
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
た
と
思

ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
同
じ
宗
綱
本
系
統
で
も
〔
近
〕
は
〔

H
大
〕
や
〔
図
〕

る。

四
一
八

の



る。

〔
近
〕
こ
ハ
多
か
に

〔
近
〕
さ
本

〔
日
大
〕
〔
図
〕
さ
越

〔
日
大
〕
〔
図
〕
な
越

〔
日
大
〕
〔
図
〕
う
＜
ひ
す

（元

H
)

う
＜
ひ
す
（
う
＜
ひ
数
）
も

（
一
月
十
八
日
）

〔
青
〕
こ
よ
ひ
か
、
る
こ
と
こ
J

わ
た
か
に
（
こ
わ
多
可
休
）
も
の
も
い

〔
日
大
〕
〔
図
〕
こ
ゎ
多
可
が

な
ど
の
よ
う
に
、
他
の
二
本
と
比
べ
て
書
写
態
度
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
い

一
方
、
〔
日
大
〕
の
親
本
で
あ
る
宗
綱
本
の
書
写
者

註
10

（
中
御
門
）
宗
綱
は
公
卿
補
任
（
国
史
大
系
）
等
で
見
る
限
り 松木
（
藤
原
）

四
一
九

文
安
元
(
-
四
四
五
）
年

S
大
永
五
(
-
五
二
五
）
年
六
月
三
日
没
、
八
十

一
歳
。
長
享
二
(
-
四
八
八
）
年
に
権
大
納
言
従
二
位
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

永
正
十
二
(
-
五
一
五
）
年
に
任
職
（
権
大
納
言
正
二
位
）
を
辞
す
。

（
「
未
曾
有
事
欺
」
と
の
記
述
あ
り
）
。
法
名
は
玄
空
。
院
号
は
陽
照

二
年
に
は
、
権
大
納
言
従
二
位
の
地
位
に
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

公
務
で
は
武
家
伝
奏
で
あ
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
文
献
書
写
な
ど
の
文
化

活
動
に
関
し
て
の
明
ら
か
な
記
録
は
な
い
（
手
鑑
大
成
等
に
も
、
伝
承
筆

者
と
し
て
収
録
の
短
冊
が
二
、
三
残
る
の
み
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
〔
日
大
〕

の
奥
書
に
「
御
本
」
と
あ
り
〔
図
〕
に
も
「
勅
本
」
、
〔
近
〕
に
も
「
禁
裏
御

本
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
綱
本
は
禁
裏
所
蔵
に
な
る
ほ
ど
の
価
値
の
高

字
」
）
と
推
測
さ
れ
る
宗
綱
の
写
本
、
そ
れ
を
さ
ら
に
厳
正
に
書
写
し
た
と

奥
書
に
明
記
し
て
い
る
〔
日
大
〕
と
〔
図
〕
は
、
額
面
通
り
に
受
け
取
る

記
・
字
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
親
本
を
同
じ
く
す
る
同
一
系
統
の
写
本
間
に
も
多
く
の

と
、
異
体
仮
名
の
字
体
や
仮
名
づ
か
い
を
も
含
め
て
、
ま
っ
た
く
同
じ
表

貰
之
自
筆
本
の
、
異
体
仮
名
ま
で
を
も
忠
実
に
書
写
し
た
（
「
不
遮

は
せ
す

（
二
月
十
六
日
）

い
書
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

〔
近
〕
鶯

は
る
も
え
し
ら
ぬ
は
な
の
み
そ
さ
く

〔
青
〕
か
せ
に
よ
る
な
み
の
い
そ
に
は

〔
近
〕
猶

と
の
記
述
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
士
左
日
記
を
写
本
し
た
と
さ
れ
る
延
徳

〔
日
大
〕
〔
図
〕
物
と
も

〔
青
〕
な
ほ
お
な
し
と
ま
り
な
り

院
。
著
作
と
し
て
『
陽
照
院
儀
同
踏
歌
節
会
次
第
』
が
あ
る
。

〔
近
〕
物
共

同
十
五
(
-
五
一
八
）
年
に
准
大
臣
及
び
武
家
伝
奏
に
任
ぜ
ら
れ
る

〔
青
〕
さ
け
よ
き
も
の
と
も
（
ん
の
と
も
）
、
て
き
て
(
+
二
月
二
八
日
）



を
と
こ

男 お
登
こ

〔賓〕

家
自
ら
が
考
案
し
た
独
自
の
仮
名
づ
か
い
を
実
践
し
た
も
の
で
あ
り
、
表

〔近〕

〔
定
〕
が
、
他
の
諸
写
本
と
比
較
し
て
異
同
が
大
幅
に
多
い
の
は
、
定

〔図〕

也

〔近〕

お
と
こ

〔
日
大
〕

〔図〕

第
二
章

写
本
間
の
異
同
の
生
じ
る
理
由

前
章
で
あ
げ
た
疑
問
（
「
不
違
一
字
」
と
奥
書
に
記
し
な
が
ら
も
、
表
記

や
文
字
の
違
う
こ
と
）
は
、
さ
ら
に
別
系
統
の
写
本
で
あ
る
〔
為
〕
〔
青
〕

再
び
、
土
左

H
記
の
冒
頭
部
分
の
二
行
を
〔
為
〕
〔
賓
〕
〔
定
〕
を
も
加
え

註
11

て
そ
の
校
異
を
あ
げ
る
。

子
L

ヽ
、
い
や
？
hJ

礼
喜
ェ
忍
と

¥
7
し
り
了
そ
み

tャ
ク
う
わ

①

②

③

 

乎
と
こ
ん
（
も
）
数
（
す
）
な
る
日
記
と
い
ふ
ん
（
も
）
の
を

④

⑤

⑥

 

を
む
那
（
な
）
ん
（
も
）
し
て
み
ん
（
む
）
と
て
数
（
す
）
る
な
り

①
乎
と
こ
〔
為
〕
〔
青
〕
〔
定
〕

〔賓〕
〔近〕
〔図〕

心
み
む
と
て

〔定〕

女

〔近〕

や
〔
｛
貰
〕
に
も
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。

〔賓〕

物

③
ん
（
も
）

す
那
（
な
）
累
（
る
）

の
〔
為
〕
〔
青
〕
〔
日
大
〕

も
能
（
の
）

④
を
む
那
（
な
）
〔
為
〕
〔
青
〕を
む
奈
（
な
）

⑤
み
ん
（
む
）
と
て
〔
為
〕
〔
青
〕
〔
日
大
〕

み
む
と
亭
（
て
）

ミ
ん
と
て

見
（
み
）
ん
と
て

⑥
な
り
〔
為
〕
〔
青
〕
〔
定
〕
〔
日
大
〕
〔
賓
〕

な
里
（
り
）

〔
定
〕
〔
図
〕
〔
近
〕

〔
定
〕
〔
日
大
〕
〔
図
〕
〔
賓
〕

〔｛貫〕

春
（
す
）
那
（
な
）
る

〔近〕

春
（
す
）
と
い
ふ

異
同
が
存
在
す
る
の
は
、
如
何
な
る
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

②
数
（
す
）
な
る
〔
為
〕
〔
青
〕
〔
日
大
〕
〔
図
〕

四
ご

〔定〕



そ
の
た
め
、
「
す
な
る
」
は
「
す
る
な
る
」
の
撥
音
便
「
す
ン
な
る
」
の

説
で
は
「
男
も
書
く
と
聞
く
日
記
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
鈴
木
知
太

て
み
る
。

四

サ
変
動
詞
の
終
止
形
に
接
続
す
る
「
な
り
」
は
伝
聞
推
定
で
あ
っ
て
、
通

と
い
う
原
理
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
〔
為
〕
〔
日
大
〕
〔
図
〕
〔
賓
〕

と
考
え
ら
れ
る
。
宗
綱
本
系
で
も
〔
近
〕
が
他
の
二
本
と
比
べ
て
異
同
が

る
も
の
で
あ
る
。
特
に
①
の
「
を
と
こ
」
を
「
男
」
、
③
の
「
ん
（
も
）
の
」

を
「
物
」
、
④
の
「
を
む
な
」
を
「
女
」
、
⑥
の
「
な
り
」
を
「
也
」
と
漢
字

に
改
め
た
の
は
、
漢
字
を
交
え
る
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
し
や
す
く
（
読
み

ま
た
②
に
お
け
る
〔
定
〕
の
「
す
な
る
」
を
「
す
と
い
ふ
」
の
改
変
は
、

郎
註
）
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
定
家
の
言
語
形
成
期
に
あ
た
る
平

安
末
期
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
連
体
形
終
止
が
増
加
し
て
く
る
時
期
で
も
あ

註
13
る。無

表
記
型
の
可
能
性
も
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
「
な
る
」
を
指

定
・
断
定
の
助
動
詞
と
解
釈
し
て
、
「
男
も
書
く
日
記
」
と
の
解
釈
を
も
生

ま
た
、
⑤
の
「
し
て
み
む
」
を
〔
定
〕
だ
け
が
「
し
て
心
み
む
」
と
改

動
詞
化
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
「
み
」
が
補
助
動
詞

こ
の
二
例
は
明
ら
か
に
定
家
が
誤
読
（
誤
解
）
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
に
本
文
を
改
変
し
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

定
家
の
書
写
態
度
は
、
常
に
後
学
の
者
た
ち
へ
の
正
し
い
解
釈
の
伝
達
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

第
三
章

日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
の
独
自
表
記

日
大
本
の
「
ん
（
も
・
む
）
」
や
「
数
（
す
）
」
な
ど
の
異
体
仮
名
の
使
い

註
14

分
け
に
つ
い
て
は
、
既
に
今
野
真
二
氏
に
詳
細
な
論
文
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
今
野
氏
の
触
れ
て
い
な
い
仮
名
づ
か
い
の
違
例
を
あ
わ
せ
て
比
較
し

こ
れ
ま
で
度
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
〔
日
大
〕
の
親
本
で
あ
る
宗
綱
本

の
奥
書
に
は
、
貫
之
自
筆
本
を
「
不
違
一
字
」
書
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い

や
す
く
）
す
る
目
的
に
添
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

多
い
の
は
、
そ
の
奥
書
の
「
書
改
之
よ
み
よ
く
せ
ん
か
た
め
也
」
と
通
ず

で
は
な
く
動
詞
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
た
め
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ど
に
見
ら
れ
る
「
親
本
か
ら
の
正
確
な
書
写
態
度
」
と
は
別
種
の
も
の

変
し
た
の
も
、
平
安
末
期
頃
に
「
＼
て
み
む
」
の
「
み
（
見
）
」
が
、
補
助

註
12

（
下
官
集
「
俵
名
字
か
き
っ
、
く
る
事
」
）

と
判
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

記
も
書
式
も
句
を
書
き
る
大
切
よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也

じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
定
家
は
、
そ
う
し
た
混
同
を
避
け
る
た
め

に
、
最
善
の
方
法
と
し
て
、
「
を
と
こ
も
す
と
い
ふ
」
と
書
き
改
め
た
も
の



し

〔
青
〕
ふ
む
と
き

〔図〕

を
く
礼
て
わ
れ
や
ま
さ
ら
む

（
一
月
七
日
）

（
一
月
十
二
日
）

こ
れ
も
ち
か
ふ
ね
の
お
く
れ
た
り
（
お
く
れ
多
り
）

〔
青
〕
く
る
し
き
に
た
へ
す
し
て

〔図〕

志
ゐ
亭

（
多
へ
数
し
て
）

（
二
月
一
日
）

〔

H
大〕

志
ゐ
て

〔
日
大
〕

を
く
連
て

〔
青
〕
ゆ
く
さ
き
に

お
く
れ
て
な
か
む

〔図〕

〔
青
〕
い

5
で
と
へ
は

い
へ
る
う
た

た
っ
し
ら
な
み
の

こ
ゑ
よ
り
も

さ
者
遣
者

〔
日
大
〕

さ
ハ
遣
ハ

〔図〕

を
可
（
か
）
春
（
す
）

ふ
ね
に
の
り
な
む
と
す

（
十
二
月
二
七
日
）

〔
日
大
〕

を
可
（
か
）
す

〔
青
〕
か
せ
も
ふ
き
ぬ
へ
し
と
さ
わ
け
は
（
佐
わ
け
は
）

〔
青
〕
も
と
め
し
も
お
か
す
（
お
可
数
）

（元

H
)

（
一
月
七
日
）

〔図〕

な
各
種
の
異
同
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

〔
日
大
〕

と
の
奥
書
を
持
つ

〔
図
〕
と
〔
日
大
〕
と
の
間
に
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う

と

（
二
月
十
六
日
）

そ
の
ま
ま
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
正
し
い
と
言
え

と
こ
ろ
が
、
同
じ
宗
綱
本
を
親
本
と
し
、
し
か
も
同
様
に
「
不
違
一
字
」

〔
青
〕
わ
す
れ
か
た
く
く
ち
を
し
き
（
く
ち
乎
し
支
）
こ
と
お
ほ
か
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

〔図〕

お
婦

〔
日
大
〕

お
ふ

字
」
と
い
う
記
述
を
信
用
し
て
、
〔
日
大
〕
の
表
記
こ
そ
が
、
貰
之
自
筆
本

〔
青
〕
あ
か
つ
き
に
ふ
ね
を
い
た
て
む
ろ
つ
を
お
ふ
（
一
月
十
一

8
)

〔図〕

を
登

と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
貰
之
自
筆
本
も
、
宗
綱
自
筆
書

写
本
も
、
と
も
に
現
在
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
以
上
、
奥
書
の
「
不
違
一

〔
日
大
〕

を
と

貰
之
自
筆
本
11
宗
綱
本
11

日
大
本

し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
単
純
に
考
え
れ
ば

〔
図
〕
を
く
れ
堂
り
し

〔
青
〕
そ
の
お
と
を
き
、
て

る
。
さ
ら
に
、
〔
日
大
〕
独
自
の
奥
書
に
も
宗
綱
本
を
「
不
違
一
字
」
書
写

〔
日
大
〕

を
く
れ
多
里
し

く
ち
を
し
支

く
ち
を
し
き

四

（
一
月
二
六
日
）



〔図〕

飛
ろ
い
し

〔
日
大
〕

ひ
ろ
い
し

こ
ふ
る
を
た
に
も
か
た
み
と
お
も
は
む

〔
青
〕
う
た
ぬ
し
い
と
け
し
き
あ
し
く
て
ゑ
す
（
ゑ
数
）

〔図〕

ハ
春
礼
く
さ

〔
青
〕
わ
す
れ
か
ひ
ひ
ろ
ひ
し
も
せ
し

し
ら
た
ま
を

〔
日
大
〕

ハ
す
連
く
さ

〔図〕

な
を

と
い
ふ

〔
日
大
〕

な
越

〔図〕

〔
青
〕
創
ぼ
お
な
し
と
こ
ろ
な
り

〔図〕

な
を

〔

H
大〕

〔
日
大
〕

な
越

〔
青
〕
も
の
も
て
く
る
ひ
と
に
な
困
し
も
あ
ら
で

多
へ
す
し
亭

堂
へ
春
し
帝

〔
青
〕
し
ろ
た
へ
の

（
一
月
十
一
日
）

（
一
月
四
日
）

（
一
月
八
日
）

（
二
月
四
日
）

〔
青
〕
す
み
の
え

み
を
く
ら
ん

み
を
く
ら
む

わ
す
れ
く
さ
（
わ
数
れ
＜
散
）

み
へ
春

〔
青
〕
こ
れ
を
み
お
く
ら
む
と
て
そ

〔図〕

〔図〕

登
を
く

〔
日
大
〕

み
え
須

〔
日
大
〕

と
越
＜

わ
れ
に
に
へ
き
は
た
れ
な
ら
な
く
に

（
十
二
月
二
六
日
）

〔
青
〕
よ
ふ
け
て
に
し
ひ
む
か
し
も
み
へ
す
（
み
へ
数
）
し
て

な
み
ぢ
を
と
ほ
く
ゆ
き
か
ひ
て

〔図〕

み
春

〔図〕

つ
井
て

〔
日
大
〕

み
え
春

〔
日
大
〕

つ
ゐ

（井）

て

〔図〕

〔
青
]
は
ね
と
い
ふ
と
こ
ろ
と
ふ
わ
ら
わ
の
つ
い
て
に
そ

〔

8
大〕

〔図〕
〔
日
大
〕

み
へ
散
な
流

み
へ
散
な
る

〔
青
〕
ふ
ね
の
ひ
と
も
み
へ
す
（
み
へ
数
）
な
り
ぬ

〔
青
〕
く
に
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
つ
ね
と
し
て

ヘ
散
な
る
）
を

四 （
十
二
月
二
三
日
）

（
一
月
九

H
)

（
一
月
九
日
）

（
一
月
九
日
）

き
し
の
ひ
め
ま
つ
な

（
二
月
五
日
）

（
一
月
十
八

H
)

い
ま
は
み
へ
さ
な
る

（み



〔近〕

ひ
↓
ゐ
・
い

う
る
者
し
き

「

ハ

行

転

呼

音

の

場

合

一

〔
青
〕
こ
の
わ
ら
は
さ
す
か
に
は
ち
て
い
は
す

凰

と

へ

は

い

へ

る

〔
日
大
〕

と
越
＜

〔定〕

と
を
く

わ
れ
に
に
へ
き
は
た
れ
な
ら
な
く
に

（
十
二
月
二
六

H
)

〔
日
大
〕

バ
行
転
呼
音

〔
青
〕
し
ろ
た
へ
の

ゆ
き
か
ひ
て

〔定〕

ほ
↓
を

崖
な
み
ぢ
を
と
ほ
く

ほ
か
り

〔図〕

い
し
な
と
お

〔
日
大
〕

は
↓
わ

「
ハ
行
転
呼
音

〔
青
〕
つ
き
て
く
る
わ
ら
は
あ
り

ふ
↓
う

の
場
合
]
そ
れ
か
う
た
ふ
、
な
う
た

〔賓〕

飛
ろ
ひ
し

同
じ
親
本
か
ら
同
じ
書
写
態
度
（
「
不
違
一
字
」
）
で
「
厳
正
に
」
書
写
し

た
は
ず
の
二
本
の
間
に
も
右
の
よ
う
な
各
種
の
異
同
が
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
注
意
深
い
書
写
活
動
で
あ
っ
て
も
、

考
え
ら
れ
る
。

一
字
一
旬
間

違
い
な
く
書
写
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

そ
こ
で
、
今
度
は
対
象
を
仮
名
づ
か
い
の
相
違
す
る
も
の
に
絞
っ
て
、

池
田
編
鑑
博
士
の
研
究
成
果
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
〔
青
〕
を
中
心
に
し
て

〔
定
〕
や
〔
賓
〕
も
対
象
と
し
て
諸
本
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
る
こ
と

註
15

に
す
る
。

＿

ハ

行

転

呼

音

り

陽

冷

」

〔
青
〕
く
さ
／
＼
の
う
る
わ
し
き
（
う
る
わ
し
支
）
か
ひ

う
る
者
し
き

う
る
わ
し
き

（
二
月
四
日
）

う
多
う

う
多
う

（
一
月
ニ
―
日
）

〔近〕

日
ろ
い
し

〔図〕

飛
ろ
い
し

〔
日
大
〕

ひ
ろ
い
し

こ
ふ
る
を
た
に
も

か
た
み
と
お
も
は
む

〔
青
〕
わ
す
れ
か
ひ
ひ
ろ
ひ
し
も
せ
し

〔近〕

志
ゐ
て

〔図〕

志
ゐ
亭

〔図〕

え
春

〔
日
大
〕

〔
日
大
〕

え
す

う
た

志
ゐ
て

し
ら
た
ま
を 四

酉

（
一
月
七
日
）

（
二
月
四

H
)



〔図〕

お
も
ほ
え
春

〔

H
大〕

〔
日
大
〕

お
も
ほ
え
春

な
と
い
ふ

ハ
す
連
く
さ

〔定〕

お
も
ほ
え
須
な
に
こ
と
も
お
も
ほ
へ
す
（
お
ん
ほ
へ
数
）

大
〕
を
く
連
て

グ
〗
る
し
け
れ
は

〔近〕

み
へ
春

〔図〕

み
へ
春

〔定〕

を
く
れ
て

〔
日
大
〕

み
へ
春

あ
る
し
、
の
、
し
り
て

こ
ゑ
よ
り
も

わ
れ
や
ま
さ
ら
む

※
「
な
ほ
」
の
用
例
の
残
り
七
例
に
つ
い
て
は
、

＿
ぉ
↓
を
の
場
合
＿

〔
青
〕
ゆ
く
さ
き
に
た
っ
し
ら
な
み
の

お
く
れ
て
な
か
む

註
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註
に
て
記
載

（
一
月
七
日
）

（
一
月
十
八
日
）

〔

賓

〕

見

え

春

一
語
頭
の
わ
↓
は
の
場
合
一

〔
青
〕
す
み
の
え
わ
す
れ
く
さ
（
わ
数
れ
＜
散
）
き
し
の
ひ
め
ま
つ

〔定〕

：
ぇ
す

〔近〕

な
を

〕

佐

盤

遣

は

>

の
ふ
の
こ
と
く
に
か
せ
な
み

四
豆

み
え
す
（
み
江
数
）

〔図〕

な
越

〔近〕

さ
ハ
け
者

〔
日
大
〕

な
越

〔図〕

さ
者
遣
者

〔定〕

猶

〔
日
大
〕

（
十
二
月
二
六
日
）

（
十
二
月
二
七

H
)

〔
青
〕
な
ほ
か
み
の
た
ち
に
て

〔近〕

と
を
く

〔図〕

登
を
く

さ
ハ
遣
ハ

〔
近
〕
お
ほ
え
春

]
 

ま
9
1
.
 

〔
青
〕
し
ぬ
か
せ
も
ふ
き
ぬ
へ
し
と
さ
わ
け
は

（
二
月
一
日
）

（
二
月
五

H
)

（
佐
わ
け
は
）



右
の
④
．
＠
に
つ
い
て
、
土
左
日
記
の
書
か
れ
た
時
代
に
、
他
の
文
献

う
た
ふ

ひ
ろ
は
ん

な
ほ
と
ほ
く

第
四
章

(
5
)
 

↓
 
ひ
ろ
い
し

(
1
)

う
た
う

(
1
)
 

る
と
「
な
ほ
」
よ
り
も
転
呼
音
化
し
た
「
な
を
」
表
記
が
主
流
を
占
め
て

(
1
)
 

↓
 

(12) 

↓

な

を

(
8
)
 

(
3
)
 

↓
 

(
l
)
 

⑪
非
転
呼
音
表
記
と
転
呼
音
表
記
の
二
種
類
の
形
が
併
存
す
る
も
の

と
剣

v

（
元
永
本
古
今
和
歌
集

…
…
ゆ
き
い
と
ふ
か
、
り
け
り
。
し
ゐ
て
か
の
む
ろ
に
ま
か
り
て
註
19

巻
十
八
・
九
七

0
)

が
あ
り
、
俊
成
自
筆
の
古
来
風
鉢
抄
に
も
「
し
ゐ
て
」
が
四
例
あ
る
こ
と

註
20

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
⑪
の
「
な
を
」
に
つ
い
て
は
、
「
十
二
枇
紀
頃
に
な

／ 

し
ゐ
て

(
l
)
 

第
五
章
ま
と
め
の
項
で

日
大
本
で
は
転
呼
音
表
記
さ
れ
た
語
は
、
前
章
に
あ
げ
た
よ
う
に
六
語

で
あ
る
。
そ
の
う
ち

④
す
べ
て
転
呼
音
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
（
括
弧
内
の
数
字
は
用
例
数
）

う
る
利
し
（
1
）

日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
に
転
呼
音
表
記
が
混
在
し
た
要

「
し
ゐ
て
」
に
つ
い
て
の
平
安
時
代
の
転
呼
音
表
記
例
は

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。

能
性
も
捨
て
ら
れ
な
い
。
青
硲
書
屋
本
が
「
う
る
わ
し
」
と
転
呼
音
で
表

か
ら
、
貰
之
自
筆
本
も
最
初
か
ら
「
う
る
わ
し
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
可

因
の
解
釈

※
用
例
の
補
足
に
関
し
て
は
註
17
で
述
べ
る

八）

述
べ
る

彩

※ 

語
頭
の
「
わ
」
↓
「
は
」
に
関
し
て
は

妹

有
留
釧
之
久
（
興
福
寺
本
日
本
霊
異
記

ウ
ル
ワ
シ
ク

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
上
巻
＇
二

0
)

の
よ
う
に
「
平
安
初
期
の
国
語
資
料
で
は
、
「
ウ
ル
ハ
シ
」
と
い
ふ
語
を
、

註
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例
外
無
し
に
「
ウ
ル
ワ
シ
」
と
記
し
て
ゐ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

〔近〕

わ
春
れ
草

「
う
る
は
し
」
を
「
う
る
わ
し
」
と
表
記
す
る
の
は

〔図〕

ハ
春
礼
く
さ

で
は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
み
る
。

四
二
六

二
0
四
ノ
一



註
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静
嘉
堂
文
庫
蔵
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
ー
一
六
八
一
）
板
本

註
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陽
明
文
庫
蔵
文
禄
四
(
-
五
九
五
）
年
写
本
（
陽
明
本
と
略
称
）

国
会
図
書
館
蔵
慶
長
(
-
五
九
六
i
一
六
一
五
）
阪
科
（
慶
長
版
と
略
称
）

類
さ
れ
て
い
る
。

四
二
七

『
一
歩
』
は

『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
は
註
26

国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
本
（
『
新
撰
』
と
略
称
）

最
も
権
威
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
行
阿
著
の
『
仮
名
文
字

遣
』
と
、
そ
の
増
補
版
の
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』

東
京
大
学
蔵
文
明
十
一

福
井
久
蔵
博
士
蔵
天
文
ニ
―

の
二
書
（
五
写
本
）
を

（
一
四
七
九
）
年
写
和
（
東
大
本
と
略
称
）

註
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（
一
五
五
二
）
年
美
濃
木
版
本
（
美
濃
版
と
略

強
」
と
あ
る
。
美
濃
版
・

強
」
と
あ
り
、
ま
た
「
な
支

『
和
字
』
に
は
「
強
し
ひ
て

oo 
『
仮
名
文
字
遣
』
の
諸
本
と
も
、
副
詞
の
「
な
を
」
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

複
合
語
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
り
、
そ
の
大
半
が
「
を
」
の
項
に
分

萬
葉
し
ゐ
て
と
か
く
へ
か
ら
す
」
と
あ
る
。

し
ゐ
に
愁
」
も
、
と
も
に
「
ゐ
」
の
項
に
あ
る
。

称）

『
新
撰
』
に
も
東
大
本
と
同
様
「
し
ゐ
て

呼
音
形
が
仮
名
づ
か
い
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
。

る
（
漢
字
な
し
）
」
と
な
っ
て
い
て
、
と
も
に
「
し
ひ
て
」
で
は
な
く
転

『
仮
名
文
字
遣
』

の
諸
本
は

慶
長
版
に
は
と
も
に
「
し
ゐ
て
お
る
強
折
」
、
陽
明
本
に
は
「
志
ゐ
て
於

『
和
字
』
に
は
「
麗

鳳『仮名
文
字
遣
』

の
東
大
本
に
は

「
し
ゐ
て

対
象
と
す
る
。
他
に
参
考
と
し
て
『
一
歩
』
『
和
字
正
濫
紗
』
を
参
照
し
た
。

う
る
は
し
」
と
あ
る
。

罷
」
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
の
対
象
と
し
た
仮
名
遣
書
は
、
日
大
本
の
書
写
さ
れ
た
時
期
に
、

に
つ
い
て
調
壺
し
て
み
る
。

了
仮
名
遣
書
の
記
述
で
は
、
美
濃
版
・
陽
明
本
と
も
に
「
う
る
ハ
し
麗
華

そ
の
他
「
と
を
し
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
仮
名
づ
か
い
の
表
記
の
規
範
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
仮
名
遣
書
で
、
右
の
語
群
が
ど
の
よ
う
に
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
か

註
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く
る
」
よ
う
で
あ
る
。

を
参
照
し
た
。

註
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冗
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
初
刊
本
（
『
和
字
』
と
略
称
）

『
和
字
正
濫
紗
』
は



美
濃
版
は
「
を
」
の
項
に
「
と
越
さ
と
を
の

遠
里
小
野
」
「
と
越
し

遠

と
あ
る
。

ろ
ふ
ひ
ろ
い
と
も
拾
披
」
と
な
っ
て
い
て
、
小
書
き
で
は
あ
る
が
、

目
さ
れ
る
。ロ

東
大
本
は
「
を
」
の
項
に
「
と
越
し

遠
江
」

は
「
ひ
」
の
項
に
「
ひ
ろ
飛
て

拾
」
、
「
ふ
」
の
項
に
「
ひ

ふ
と
も
拾
」
、
「
ふ
」
の
項
に
「
ひ
ろ
ふ

ろ
ひ
て
拾
」
と
あ
り
、
美
濃
版
は
、
「
ひ
」
の
項
に
「
飛
ろ
ひ
て
ひ
ろ

『
和
字
』
に
は
「
猶
な
ほ
萬
葉
に
お
ほ
し
。
な
を
と
書
は
誤
な
り
」

「
な
越
る

直
」
「
な
越
し

直

等
閑
」

越

か
ら
す
」
「
遠
江
と
ほ
た
あ
ふ
み
。
和
名
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
和
字
』
に
は
「
遠

と
ほ
し

と
あ
る
。

「
な
ほ
人
直
人
」
「
春
な
ほ

『
一
歩
』
に
は
「
遠

と
を
き
と
を
く
と
を
い

と
を
し

「
な
越
さ
り
か
て
ら
等
閑
」
、
「
ほ
」
の
項
目
に
「
な
本
き
木
匝
木
」

遠
」
で
あ
っ
て
「
を
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

陽
明
本
に
は
「
を
」
の
項
目
に
「
な
を
し

襴
衣
」

間
遠
衣
」
が
加
わ
り
、
慶
長
版
も
陽
明
本
と
同
様
で
あ

「
な
ほ
き
、

等
閑
」
「
な
越
し
直
木
」
「
す
な
本

遠
近
」
「
を
ち
か
た

遠
方
」

ら

襴
衣
」
、
「
ほ
」
の
項
目
に

陽
明
本
は
「
を
」
の
項
に
「
と
を
た
う
ミ
能
國

遠
江
国
」
の
ほ
か
「
と

人
頑
人
」
と
あ
る
。
美
濃
版
に
は
「
を
」
の
項
目
に
「
な
越
さ
り
か
て

と
本
の
衣
間
遠
衣
」
の
記
載
が
あ
る
。

等
閑
」
「
な
を
し
の
衣

襴
衣
」
が
あ
り
、
「
ほ
」
の
項
目
に
「
な
ほ
人
匝

遠
江
國
」
と
あ
る
が
、
「
ほ
」
の
項
に
も
同
じ
「
ま

東
大
本
に
は
「
を
」
の
項
目
に
「
な
越
し

直
衣
」
「
な
を
さ
り
か
て
ら

直
衣
」
「
な
越
し
の
衣

淳
直
」
「
な
本
人

直
」
と
あ
る
。

直
人
」
と
あ
る
。

直
衣
」
「
な
越
し
能
衣

こ
の
よ
う
に
非
転
呼
音
形
と
転
呼
音
形
の
二
形
が
併
存
し
て
い
る
。

慶
長
版
は
東
大
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
『
新
撰
』
に
は
副
詞
の
「
な

猶
」
が
「
を
」
の
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
そ
の
ほ
か

冠
ノ
直
衣
類
」
「
な
越
さ
り

と
あ
っ
て
、
す
べ
て
転
呼
音
形
の
み
で
あ
る
。

と
あ
る
。
契
沖
が
「
な
を
と
書
は
誤
な
り
」
と
注
意
を
し
て
い
る
点
が
注

遠
遼
」
「
と
越
た
う
み
の
國

遼
」
「
を
ち
こ
ち

「
と
越
た
う
み
の
國

越
佐
と
を
の

「
満
と
を
の
衣

る
。
『
新
撰
』
も
「
と
を
し

遠
方
」
「
ま
と
越
の
衣

遠
里
小
野
」
「
を
ち
こ
ち

と
を
う
」

古
事
記
萬
葉
和
名
等
。
と
を
し
と
書
へ

こ
こ
で
も
契
沖
は
前
項
の
「
な
を
」
と
同
じ
く
、
「
と
を
し
と
書
へ
か
ら
す
」

と
注
意
書
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

冒
『
仮
名
文
字
遣
』
の
東
大
本
で
は
「
ひ
」
の
項
に
、
非
転
呼
音
形
の
「
ひ

拾
拙
」
と
あ
る
。
陽
明
本
で

ひ
ろ
ふ
と
も

転
呼
音
形
の
「
ひ
ろ
い
」
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
慶
長

遠
近
」
「
を
ち
か
た

四
―
―
八

間
遠
衣
」



と
明
記
し
な
が
ら
も
、
そ
の
時
代
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
仮

名
づ
か
い
の
影
響
が
無
意
識
の
う
ち
に
表
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
規
範
と
し
て
、
書
写
活
動
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
不
違
一
字
」

書
写
者
は
、
そ
の
時
代
の
標
準
、

つ
ま
り
は
当
時
の
仮
名
遣
書
を
ひ
と
つ

語
（
う
る
わ
し
・
し
ゐ
て
・
な
を
．
と
を
し
・
ひ
ろ
い
て
・
う
た
う
）

う
ち
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
転
呼
音
形
で
あ
っ
た
「
う
る
わ
し
」
を
除
き
、

残
り
の
五
語
は
、
そ
の
大
半
（
「
う
た
う
」
は
用
例
が
な
い
）
が
、
仮
名
遣

書
に
各
々
転
呼
音
表
記
例
を
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
日
大
本
の

し
た
た
め
に
、
日
大
本
の
書
写
者
は
無
意
識
の
う
ち
に
、
語
頭
の
「
わ
」

を
「
ハ
（
は
）
」
と
書
写
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根

拠
の
一
助
と
し
て
、
「
忘
る
」
に
「
は
（
ハ
）
す
る
」
と
振
り
仮
名
を
し
て

註
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あ
る
例
を
、
同
じ
文
学
作
品
か
ら
あ
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
証
明
と
し
た
い
。

の

の
時
期
、
「
我
」
を
「
は
れ
」
、
「
石
」
を
「
ひ
し
」
、
「
牛
」
を
「
ふ
し
」
な

ま
と
め

『
一
歩
』
に
は
「
う
た
ふ
」
と
あ
る
。

た
う
」
は
見
当
た
ら
な
い
。

四

ヲ

上
に
か
、
ぬ
候
名
の
事

ハ

れ

ひ

し

ふ

し

へ

ん

ほ

に

我

石

牛

縁

鬼

註
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と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は

「
上
に
書
い
て
は
い
け
な
い
仮
名
」

と
い

゜

た
ひ
唄
謡
謳
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
転
呼
音
形
の
「
う
た
い
」
や
「
う

遣
書
の

「
う
た
ひ
て

第
五
章

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

H
大
本
で
転
呼
音
表
記
さ
れ
て
い
た
六

う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
注
意
書
き
の
存
在
す
る
意
義
を
考
え
る
と
、
こ

ど
と
い
う
「
誤
っ
た
回
帰
」
に
基
づ
い
た
一
種
の
仮
名
づ
か
い
が
あ
っ
た

可
能
性
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
的
な
仮
名
づ
か
い
が
存
在

歌
テ
」
と
あ
り
、
ま
た
『
新
撰
』

の
「
ひ
」
の
項
に
「
う

に
は
「
ひ
」
の
項
に
「
う
た
ひ
て
歌
テ
」
、
慶
長
版
に
も
「
ひ
」
の
項
に

版
も
同
様
で
あ
る
。

了『仮名文
字
遣
』

の
東
大
本
に
は
「
う
た
ふ
」

の
語
は
な
い
が
、
美
濃
版

一
の
語
頭
例
で
あ
る
「
ハ
す
れ
く
さ
」
に
つ
い
て
も
転
呼
音
表
記
と
同
じ

説
明
が
成
り
立
つ
。
『
仮
名
文
字
遣
』
や
『
新
撰
』
に
は
、
さ
す
が
に
語
頭

の
「
誤
っ
た
回
帰
」
例
は
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
十
七
世
紀
の
仮
名

註
29

『
一
歩
』
に
は

て
も
同
じ
説
明
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
「
誤
っ
た
回
帰
」

の
う
ち
、
唯

な
お
、
語
頭
の
「
わ
」
を
「
は
」
と
書
く
、
誤
っ
た
回
帰
現
象
に
関
し



2

本
論
で
は
萩
谷
朴
編
『
影
印
本
シ
リ
ー
ズ

ー
【註】 n

 
E
？
パ
し
ー
ー
1

，
ー
・
。

I
,
1
,
9
9日
'
~
i
N
E
.

Y

り
ぉ
？
り
ム
ら
り
閃
て

,．, 
.•• 

I
'
 

げ
―
l
}
‘

ヅっ‘

月
喜
翌
奏
謬
み
詈
逐
念

ぢ
＾
ふ
ぶ

t
i？
り
｝
マ
・
;
:
？
言
§
ら
占
て
る
分
」

詈
品
置
は
青
農
含
葛
哀
稔
志

t
苔:・匂ぅめ
¥
i

諾
―
至
峯
符
心

S
'ょ
t
‘
芯
鈴
‘
T了‘ヽ
~
5ん
ふ
み
;
が
？
り
3

？
了
ぇ
＇
、
マ

合
ぷ
羹
‘
念
芦
蔦
緊
羹
笞
乍

冬
色
ぷ
↑
~
ら

2

令
I

ら

t
)
や
夕
え
芯
を
そ
り

此
女
愈
へ
繋
誓
畠
誓
聾
皇
闊

3

ま？
t
ク

1'・＼
L
i
ぶ
＼
i
3ふ
l:？
↓
1
;
§

令
ゑ
痘
箪
貪
↑
翌
令
零
羹
土
叙

?
{
 

t

な
ぶ
久
~
三6
も

t
r
i

全
rJ.7れを
1

、ヽ？、なさJ
り
蕊

蓋
璧
4

垢
警
喜
覧
常
謳
喜
魏
I
 

『
弘
文
荘
敬
愛
書
図
録

n』
2
和ーー
9
誓

九
八
四
）
年
二
月

昭
和
五
九
（
一

影
印
本
土
左

H
記
新
訂

弘
文
荘

10 

，
 

8
 

新
訂
増
補

平
成
六
(
-
九
九
四
）

版
』
（
新
典
社
平
成
十
(
-
九
九
八
）
年
四
月
新
訂
十
一
刷
）
を
使
用

本
論
で
は
白
石
勉
編
『
高
知
高
等
学
校
開
校
記
念
定
家
本
土
左
日
記

土
左

H
記
地
理
塀
附
解
説
』
（
敬
文
館
印
刷
所
大
正
十
四
(
-
九
二

四
）
年
十
一
月
発
行
）
を
使
用

『
土
左

H
記

利
堂

土
左
日
記
奥
附
』

8
本
大
学
図
書
館
（
便

昭
和
三
八
(
-
九
六
三
）
年
二
月
）

池
田
亀
鑑
『
古
典
の
批
判
的
磨
置
に
闊
す
る
研
究

（
岩
波
書
店
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
）

本
論
で
は
松
尾
聡
編
『
校
註

（
一
九
九
三
）
年
三
月
）
を
使
用

I
.
I
I
.
I
I
I』

土
佐
H
記
』
（
武
蔵
野
書
院

平
成
四
(
-
九
九
二
）
年
十
月
）

註
1
に
同
じ

浅
田
徹
「
『
不
違
一
字
』
的
書
写
態
度
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
和
歌

料
と
論
考
』
明
治
書
院

『
公
卿
補
任

川
弘
文
館

『
改
訂
・
増
補
公
卿
辞
典
』
（
国
書
刊
行
会

年
六
月
第
二
刷
）

『
公
卿
人
名
大
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

年
七
月
第
一
刷
）

7

註
5
に
同
じ

6
 
5
 
4
 

3
 

第
三
編

国
史
大
系
第
五
十
五
巻
』
（
吉

昭
和
十
一
(
-
九
三
六
）
年
八
月
三
十
日
）

貰
之
作

昭
和
五
二
(
-
九
七
七
）

四―
-0

資

平
成
五



16 

〔定〕

猶

〔図〕

ふ
そ

か
な
し
か
り
け
る

〔
日
大
〕

な
を
な
越

〔
青
〕
あ
る
も
の
と

わ
す
れ
つ
、
な
国

い
つ
ら
と
、

〔定〕

猶

《
な
ほ
》
用
例
七
例

〔
青
〕
も
て
く
る
ひ
と
に
が
困
し
も
え
あ
ら
て

15 

〔賓〕

な
を

〔近〕

な
を

14 

第
四
巻
文
法
史
』
大
修
館
書
店

今
野
真
二
『
仮
名
表
記
論
孜
』
（
消
文
堂
出
版

〔図〕

な
越

〔
日
大
〕

な
越

13

士
井
洋

近
藤
敏
喬
『
宮
廷
公
家
系
図
集
覧
』
（
東
京
堂
出
版

九
四
）
年
）

『
古
筆
手
鑑
大
成

『
古
筆
手
鑑
大
成

第
十
三
巻

平
成
五
(
-
九
九
三
）
年
九
月
）

和
五
三
(
-
九
七
八
）
年
一
月
）

『
國
語
學
大
系「第

4
章
近
代
の
文
法
ー

-
）
年
一
月
）

俵
名
遣
一
』
（
白
帝
社

註
2
.
4
.
5
.
6
を
使
用

短
冊
手
鑑
』
（
貴
重
本
刊
行
会

4
活
用
」
（
『
講
座
国
語
史

昭
和
五
七
(
-
九
八
二
）
年
十
二
月
）

平
成
十
三
（
二
0
0

な
き
ひ
と
を（
十
二
月
二
七

H
)

〔定〕

猶

一月）

な
ほ
お
ほ
み
な
と
に
と
ま
れ
り

12 

昭
和
四
十
(
-
九
六
五
）
年

〔賓〕

な
を

11 

〔
為
〕
は
註
1
、
異
同
に
関
し
て
は
註
4
及
び

5
を
使
用

〔近〕

猶

〔図〕

な
越

『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
16

昭

〔
日
大
〕

な
越

川
書
店

〔定〕

猶

手
鑑
（
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）
』
（
角

〔
青
〕
元
日

〔
青
〕
二
日

な
ほ

店
昭
和
六
二
(
-
九
八
七
）
年
八
月
）

〔賓〕

な
を

第
九
巻
手
鑑
（
京
都
・
龍
興
寺
蔵
）
』
（
角
川
書

〔近〕

な
を

〔図〕

な
越

平
成
六
(
-
九

〔
日
大
〕

な
越

お
な
し
と
ま
り
な
り

四

（
元
日
）

（
一
月
二
日
）

（
一
月
四
日
）



〔
青
〕
ふ
む
と
き

17 

〔賓〕

猶

こ
れ
も
ち
か
ふ
ね
の
お
く
れ
た
り
（
お
く
れ
多
り
）

《
お
↓
を
》
用
例

四
例

〔賓〕

を
ん
な

な
ほ
ひ
の
あ
し
け
れ
は

〔近〕

猶

〔近〕

女

〔
日
大
〕

な
越
（
本

と
振
り
仮
名
重
ね
て
あ
り
）

〔図〕

を
ん
な

〔｛貫〕

〔
青
〕
が
国
こ
そ

く
に
の
か
た
は

み
や
ら
る
れ

〔
日
大
〕

を
ん
な

な
を

〔定〕

お
き
な

〔近〕

猶

（
一
月
二
六
日
）

〔図〕

な
を

〔

8
大〕

な
越

〔賓〕

を
と

〔
青
〕
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
劇
印
お
な
し
と
こ
ろ
な
り
（
一
月
八

8
)

〔近〕

音

〔賓〕

な
を

〔図〕

を
登

〔近〕

な
を

〔
日
大
〕

を
と

〔図〕

な
越

〔定〕

を
と

〔
日
大
〕

な
越

〔定〕

猶

〔近〕

〔
青
〕
そ
の
お
と
を
き
、
て

（
一
月
五
日
）

（
一
月
ニ
―
日
）

を
く
れ
た
り
し

を
く
れ
多
里
し

を
く
れ
堂
り
し

を
く
れ
多
り
し

〔
青
〕
そ
の
お
と
を
き
、
て

〔
青
〕
く
ち
を
し
く
（
く
ち
乎
し
く
）

（
一
月
十
五
日
）

〔図〕

〔
青
〕
か
せ
な
み
や
ま
ね
は
な
ほ
お
な
し
と
こ
ろ
に
あ
り

〔
日
大
〕

〔賓〕
〔近〕

な
を
な
を

〔定〕 し

わ
ら
は
も
お
む
な
も
い
つ
し
か
と

四

（
一
月
二
六

H
)

（
一
月
十
二
日
）



26

山
田
巌
編
『
駒
澤
大
学
国
語
研
究
資
料
第

（
一
九
七
六
）
年
十
二
月
）

第
十
四
輯
中
世
国
語
資
料
』

四

25

註
22
に
同
じ

昭
和
五

24 23

註
12
に
同
じ

書
院
昭
和
五
五
(
-
九
八
0
)
年
六
月
）

22

山
田
巌
編
『
駒
澤
大
学
国
語
研
究
資
料
第

和
泉
書
院
平
成
十

国
語
国
文
学
藻
』

（
か
の

21 

|
『
な
ほ
』
を
『
猶
』
と
書
く
こ

念
国
語
国
文
論
集
』
和
泉
書
院
平
成
十

（
一
九
九
九
）
年
六
月
）

一
段
」
（
『
真
名
本
伊
勢
物
語
ー
本
文
と
索
引
ー
』
新
典
社
平
成
十

20 

遠
藤
邦
基
「
定
家
仮
名
づ
か
い
の
世
界
ー
『
つ
い
に
』
を
『
つ
ゐ

31 

19 

こ
の
用
例
は
遠
藤
邦
基
先
生
の
講
義
資
料
の
用
例
を
使
用

六
三
(
-
九
八
八
）
年
三
月
）

昭
和
四
四
(
-
九
六
九
）
年
六
月
）

ー
」
（
『
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
文
化
研
究
科
年
報

18

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
第
二
章
第
四
項
（
東
京
大
學
出
版
会

30 

〔｛貰〕

29

註
12
に
同
じ

〔近〕

く
ち
お
し
く

く
ち
お
し
く

具
ち
お
し
具

く
ち
お
し
具

に
』
と
書
く
こ
と
ー
」
（
『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
創
立
五
十
周
年
記

遠
藤
邦
墓
「
定
家
の
表
記
意
識

と
の
意
味
ー
」
（
『
井
手
至
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

（
思
文
閣
出
版

（
一
九
九
九
）
年
十
二
月
）

陽
明
文
庫
編
『
陽
明
叢
書
国
書
篇

俣
名
文
字
遣
』
（
汲
古

新
撰
仮
名
文
字
造
』

28

註
12
に
同
じ

〔
日
大
〕

27

註
12
に
同
じ

〔定〕

（
汲
古
書
院

遠
藤
邦
基
「
誤
っ
た
回
帰

二
（
二
0
0
0
)
年
三
月
）

昭
和
五
六
(
-
九
八
一
）
年
十
一
月
）

第
三
号
』
昭
和

高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
編
「
寛
永
二
十
年
版
真
名
本
伊
勢
物
語
一
一
十

り
つ
こ
／
本
学
大
学
院
生
）

|
『
私
』
を
『
は
ら
は
』
と
書
く
こ
と


